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Ⅰ 組織の概要 

 

１．事業所名及び代表者名 

  株式会社 ジェット印刷     代表取締役 木村 啓太 

   

２．事業所所在地 

  〒135-0007 東京都江東区新大橋２－15－３ 

   

３．環境管理責任者及び担当者の連絡先 

  環境管理責任者 芦田 一人 

  電話：03－5669－8607  FAX：03－3635－6604 

 

４．事業活動の概要 

  印刷物の企画、製作、販売 

 

５．事業の規模及び認証・登録対象範囲 

事業所 延床面積 従業員数 売上高／生産量 活動及び製品・サービス 拡大計画 

本社 101㎡ ４人 5９百万円 
印刷物の受注、企画 

外注への発注、納品 
― 

 

６．環境経営実施体制(組織図) 

 

 

 

 

 

代表取締役社長 

環境管理責任者 

 

従業員 
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役割・責任・権限 
職 務 主要な責任と権限 

社 長 

・経営における課題とチャンスを整理し、明確にする。 

・環境経営に関する方針(環境経営方針)を定め、誓約する。 

・効果的で必要十分な実施体制を構築する。 

・各自の役割、責任及び権限を定め、全従業員へ周知する。 

・EA21を運用し、維持するための経営資源を用意する。 

・環境経営全体の取り組み状況及びその効果を評価し以下の項目を含む総括的な見直しを実施

し、必要な指示を行う。 

① 環境経営方針 

② 環境経営目標及び環境経営計画 

③ 実施体制 

環境管理責任者 

・環境への負荷と取組の状況を把握及び評価する。 

・環境関連法規などの取りまとめ、並びに遵守状況を評価する。 

・環境経営目標及び環境経営計画の策定、並びに達成状況・実施状況を評価する。 

・問題がある場合の是正処置、予防処置を実施する。 

・教育・訓練を実施する。 

・環境コミュニケーションを実施する。(内部、外部、環境経営レポート) 

・環境上の緊急事態へ準備及び対応する。 

・緊急事態等の試行実施後及び発生後に、対応策の有効性を検証し、必要に応じて改訂する。 

・環境経営方針、環境経営目標を達成するために、必要に応じて手順表を作成し運用する。 

・文書類を作成・管理する。 

従 業 員 

・環境経営方針、環境経営目標及び環境経営計画の達成、並びに環境関連法規などの遵守に必

要な取組を実施する。 

・環境経営方針、環境経営目標を達成するために、必要に応じて手順書を作成し運用する。 
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Ⅱ 環境経営方針 

 

 当社は受注した印刷物を印刷事業者に外注し、完成した印刷物を顧客に納入する事業者として、当社

及び協力会社の事業活動から発生する環境への負荷を低減し、地球環境の保全と地域環境の向上に努め

ます。 

 

【基本指針】 

１．環境経営システムを構築し、維持し、継続的に改善します。 

２．エネルギー消費量(電力、ガソリン)を管理し、ＣＯ２の削減に努めます。 

３．節水活動により水資源使用の節減に努めます。 

４．一般廃棄物の削減と再利用に努めます。 

５．事務用品のグリーン購入を推進します。 

６．外注印刷事業者に対しノンＶＯＣインキやリサイクル紙の使用などの環境配慮サービスを提供しま

す。 

７．適用される環境関連法規制などを遵守します。 

８．環境経営方針を全従業員に周知します。 

９．社会貢献活動に努めます。 

 

         

平成31年3月5日(改訂) 

平成30年３月5日(改訂) 

平成25年３月1日(改訂) 

平成23年３月１日(制定) 

株式会社 ジェット印刷 

代表取締役 木村 啓太 
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Ⅲ 環境経営目標 

                                 責任者：芦田 

環 境 経 営 目 標 
基 準 値 目  標  値 

令和元.２.３年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 

電力使用量の削減（CO2排出

量削減） 

基準値に対し１年後１％、３

年後３％削減 

（CO2排出係数：0.453） 

電力 

5,878kwh 

CO2 

2,662kg－CO2 

電力 

5,760kwh 

( 基準値に対して

２％削減) 

CO2 

2,609kg－CO2 

電力 

5,702kwh 

(基準値に対して５

３％削減) 

CO2 

2,582kg－CO2 

電力 

5,643kwh 

( 基準値に対して

４％削減) 

CO2 

2,556kg－CO2 

ガソリン使用量の削減（CO2

排出量削減）基準値に対し１

年後１％、３年後３％削減 

ガソリン 

2,265ℓ 

CO2 

5,255kg－CO2 

ガソリン 

2,220ℓ 

CO2 

5,150kg－CO2 

ガソリン 

2,197ℓ 

CO2 

5,097kg－CO2 

ガソリン 

2,174ℓ 

CO2 

5,045kg－CO2 

（CO2排出量合計） 7,917kg－CO2 7,759kg－CO2 7,679kg－CO2 7,600kg－CO2 

一般廃棄物排出量の削減：基

準値に対し１年後１％、３年

後３％削減 

2,265kg 2,220kg 2,197kg 2,174kg 

水使用量の削減 共益費に含まれ目標値が設定できないため、節水活動のみ実施 

事務用品のグリーン購入を

推進します。 
― 

年間購入額が極めて少ないため、目標値を設定せずに取組みだ

けを実施する。 

外注印刷事業者に対し、環境

に配慮したサービスを提供

します。 

― 

現状を把握するとともに環境に配慮した材料の使用を呼び掛け

る。外注先のやりとりをメールの使用を進め紙の使用を控え、見

積書・仕様書・請求書の中身だけの提出を提案する。 

社会貢献活動 ― エコキャップ活動の推進 

使用電力のCO2排出係数は、平成元年発表の0.462と令和２年の0.455と令和３年の0.441の平均 0.453kg-CO2を適用。 

ガソリンのCO2排出係数は、2.32kg-co2を使用する。 

 

               実績値(過去３年間) 

 令和２年度  令和３年度  令和４年度  平均値 

 電  力 4902kwh   7429kwh   7812kwh   6714kwh 

排出係数  0.455  0.441    0.441    0.446 

 Kg-co2  2230Kg-co2  2466Kg-co2    3539Kg-co2  2745Kg-co2 

  ガソリン  2272ℓ  2183ℓ   2018ℓ  2158ℓ 

 Kg-co2  5271Kg-co2  5337kg-co2   4682kg-co2  5097kg-co2  

一般廃棄物排出量 2250Kg 2295Kg 2250Kg 2265Kg 

生産量  40ｔ 40ｔ 45ｔ 42ｔ 
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Ⅳ 環境経営計画 

                                 責任者：芦田 
令和５年環境経営目標 実施期間 主要な達成手段 

電気使用量の削減 

（CO2排出量削減） 

全  期  間 

全  期  間 

全  期  間 

クールビズ（冷房設定温度28℃）の実施 

ウォームビズ（暖房設定温度20℃）の実施 

使用していない部屋の空調はOFFにしている。 

ガソリン使用量の削減 

（CO2排出量削減） 

全  期  間 

 

全  期  間 

エコドライブ（アイドリングストップ、急発進・急加速をし

ない、冷暖房の自粛） 

自転車及びバス・電車等の交通機関の利用 

一般廃棄物排出量の削減 
全  期  間 

全  期  間 

事務系紙ごみの発生を抑制 

紙ゴミのリサイクルの推進 

水使用量の削減 全  期  間 節水を徹底し、不要な生活用水の使用を抑制 

事務用品のグリーン購入を

推進します 

全  期  間 

 

全  期  間 

外注印刷会社で残った紙を無償で譲り受け、コピー紙として

再利用する。 

購入が必要な場合は、グリーン購入法適合品を購入する。 

外注印刷関連事業者に対

し、環境に配慮したサービ

スを提供します。 

全  期  間 

 

 

 

 

全  期  間 

 

外注印刷関連事業者で使用されている印刷材料の実態を把

握する。 

該当する場合は、ＮＬ規制（印刷インキ自主規制）、ＶＯＣ

（揮発性有機化合物）削減、ＲＯＨＳ指令等についての対応

状況を把握する。 

上記の結果、該当する事業者に対し環境に配慮した材料の使

用を呼びかける。 

外注先のやりとりをメールの使用を進め紙の使用を控え、見

積書・仕様書・請求書の中身だけの提出を提案する。 

社会貢献活動 全 期 間 エコキャップ運動の推進 
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Ⅴ 環境経営目標の実績 

 
環 境 経 営 目 標 目 標 値 実  績 

電気使用量の削減 5,760kwh 8,336kwh 

ガソリン使用量の削減 2,220ℓ 2,025ℓ 

一般廃棄物排出量の削減 2,220kg 2,205kg 

水使用量の削減 節水活動のみ実施 ― 

事務用品の購入を抑制し、購入が

必要な場合はグリーン購入を推

進する 

年間購入額が極めて少ないため、

目標値を設定せずに取組みだけ

を実施する。 

外注印刷会社で残った紙を無償

で譲り受け、コピー紙として再利

用する。 

購入が必要な場合は、グリーン購

入法適合品を購入する。 

外注印刷関連事業者に対し、環境

に配慮したサービスを提供しま

す。 

外注印刷関連事業者で使用され

ている印刷材料の実態を把握す

る。 

該当する場合は、ＮＬ規制(印刷イ

ンキ自主規制)、ＶＯＣ(揮発性有

機化合物)削減、ＲＯＨＳ指令等に

ついての対応状況を把握する。 

現状を把握するとともに環境に

配慮した材料の使用を呼び掛け

る。 

外注先のやりとりをメールの使

用を進め紙の使用を控え、見積書

等の中身だけの提出を提案する。 

全ての外注印刷関連業者が環境

に配慮した材料をしている事が

把握できた。 

 

社会貢献活動 ― 継続で実施すること。 

 (CO2排出量合計) 7,759㎏―CO2 8,474㎏―CO2 

            (CO2排出係数：使用電力・0.453kg-CO2 ガソリン・2.32kg-CO2) 

 

Ⅵ 環境経営計画の取組の結果・評価 

 
環 境 経 営 目 標 達成区分 評   価 備   考 

電気使用量の削減 × 達成できなかった。  

ガソリン使用量の削減 ○ 実行されている。  

一般廃棄物排出量の削減 ○ 達成できなかった。  

水使用量の削減 ― 
節水活動を継続して実

施している。 
 

事務用品の購入を抑制し、購入が必要

な場合はグリーン購入を推進する 
― 

余り紙のコピー紙とし

て使用が購入を抑制し

ている。 

 

外注印刷関連事業者に対し、環境に配

慮したサービスを提供します。 
○ 

外注印刷関連事業者で

使用されている印刷材

料の実態調査は大変有

効であった。 

 

社会貢献活動(エコキャップ運動) ― ―  

     

○：目標達成 ×：目標未達成 
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Ⅶ 次年度の環境経営目標・環境経営計画(令和６年度) 

                                                 責任者：芦田 
電力使用量削減 2,582Kg-Co2/年 

・クールビズ(冷房設定温度 28℃)の実施 

・ウォームビズ(暖房設定温度 20℃)の実施 

・パソコン、コピー機等の OA機器は、省電力に設定 
・使用していない部屋の空調は OFFにする 

 

ガソリン使用量削減 5,097Kg-Co2/年 

・エコドライブ(アイドリングストップ、急発進・急加速をしない) 

・タイヤの空気圧を定期的に確認 

・自転車及びバス・電車等の交通機関の利用 

・適正な車両整備を行う 

(合計 7,679Kg-Co2/年) 

 

一般廃棄物排出量削減 2,197Kg/年 

・事務系紙ごみの発生を抑制 

・発生したゴミは可能な限り圧縮する 

・紙ごみのリサイクルの推進 

・使い捨て製品の使用や購入を抑制する 

 

水使用量の削減 

・節水を徹底し、不要な生活用水の使用を抑制 

 

事務用品のグリーン購入の推進 

・外注印刷会社で残った紙を無償で譲り受け、コピー用紙として再利用する 

・購入が必要な場合は、グリーン購入法適合品を購入する 

 

環境配慮製品・サービスの提供 

・外注印刷関連事業者で使用されている印刷材料の実態を把握する 

・該当する場合は、NL規制(印刷インキ自主規制)、VOC(揮発性有機化合物)削減、RoHS指令等につい

ての対応状況を把握する 

・実態把握の結果、該当する事業者に対し環境に配慮した材料の使用を呼びかける。 

・外注先のやりとりをメールの使用を進め紙の使用を控え、見積書・仕様書・請求書の中身だけの提

出を提案する 
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Ⅷ 環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

 
法規制の名称 遵守状況の確認及び評価の結果 違反・訴訟の有無 

廃棄物の処理及び清掃に関する法律 

令和５年９月と令和６年3月に遵守

状況を確認した結果、事業所系一般廃

棄物の処理及びリサイクルが適切に

実施され、法規制が遵守されていた。 

環境関連法規への違反はなく、関係当

局よりの違反等の指摘はない。 

東京都廃棄物の処理及び再利用に関

する条例 

江東区廃棄物の処理及び再利用に関

する規則 

特定家庭用機器再商品化法 

 

 

 

 

Ⅸ 代表者による全体評価と見直し・指示 

 

 今年度、電気使用量の削減のみ未達成でした。 

今期、後半から名刺・封筒の需要が増し複合機の稼働が頻繁になった事や新しい新規の顧客も増え売

り上げが増加傾向にあり電気の使用量が大幅に増えた為、達成手段の有効性は把握できない状況です。 

 今後、複合機の使用が続けば電気使用量は増加傾向になりますが無駄な使用がないよう一層、監督・

指導を広げ環境問題等への取り組みを継続いたします。 

  

 

 

 

 

  

 


